
303（異常低温と融雪遅延）

金華山島の鹿を半減させた1984年1～4月の

異常低温と融雪遅延の熱収支解析＊

近藤純正＊＊山崎幸雄＊＊

　要　旨

　宮城県牡鹿半島の東側にある小島「金華山」では，1984年1～4月の異常な低温でシカ（ニホンジカ）が

大量に死亡した．今回の異常低温は，金華山島の過去102年間では，1944・45年の2年連続の異常低温に匹

敵する．金華山島のように海で囲まれた孤島では，大気の異常低温と，それによって生じた海水温度の低下

が島の微気候をより寒冷化すると思われる．シカの大量死をもたらした最大の気象学的原因は，異常低温で

島の積雪が4月まで融けずに標高200m以上の地面を覆い，また草木の成長を遅らせたことである．そこで

雪面蒸発と融雪状況を熱収支の方法でシミュレートし，春先の島の気候を検討した．

　1．はしがき

　1984年1～5月は全国的に低温で，特に3～5月中の

月平均気温は各地で低温記録を更新したり（小名浜，前

橋，甲府，銚子，豊岡，宮古），タイ記録を出した（函

館，高田，浦河，銚子一気象庁予報部発行季節予報資料

による）．春先の異常低温は東北地方の各地で杉など，

樹木の葉を枯らせ，また，山野の草木の生長・桜の開花

を遅らせた．

　宮城県沖太平洋上の小島r金華山」では野生のシカ

（ニホンジカ，Ce「vus　nippon　nippon）が春先の寒さ・

積雪・それによる食糧不足で309頭も死亡し生息数は半

減した（高槻・鈴木，未発表）．この冬の異常寒波は海

面から多量の熱を奪い親潮の南下を強め，海面水温を異

常に低下させた．海水の異常低温は，さらに金華山島の

気温上昇を抑え，融雪を遅延させた．平年なら，風あた

りの良い所では，暖かい海面から風が吹けば10cm程

度の積雪は1日程度で消失する．しかし，この冬は寒さ

で降雪が多かったのに加え，海水が低温で，標高200m

以上は3月中30cmの根雪となり，雪が深い所は50cm

以上で，頂上近くでは4月まで残ったと言う．

＊The　unusual　cold　winter　that　lost　many　Japa－

　nese　deer　inKinkazanisland，Miyagi　Prefecture．

＊＊Junsei　Kondo，Yukio　Yamazaki，東北大学理学

　部地球物理学教室．

　　一1984年9月20日受領一
　　　　1984年12月13日受理

　金華山島ではこの35年余，好適な気候が続いたこと

と，1年間に10～30頭程度の捕獲分譲以外は狩猟禁止に

よってシカは過密状態にあったと考えられる．この状況

下に，異常寒波と積雪でシカの生活範囲は限定され，食

糧不足で死に至ったのであろう．

’本研究の目的は，過去の約1世紀の気象資料から1984

年の1～4月は如何に稀な異常低温であったかを示し，

それが金華山島のような海洋上の孤島で局地気象環境を

どう変化させうるかを示すことである．

1985年2月

　2．金華山島の概況

　金華山島は宮城県仙台湾の北東縁に突出する牡鹿半島

先端の東側にあり，最長部は東西3．6km南北5．Okm，

面積960ha，の小島である．島の大きさの割には急峻な

山がそびえ，頂上標高が445mで，斜面の平均傾斜角は

約20。である．周囲の海岸は至る所絶壁で，西海岸の港

の近くの標高120mの所には黄金山神社がある．この島

は原生林の中に野生のシカが生息した自然地域として有

名である．島の南東の絶壁の上には灯台があり，標高

46．8mの気象観測用露場では1882年（明治15年）6月

から現在まで気象観測が行われている．

　金華山灯台における3月の平均気温の平年値（1971～

1980年）は4．7。C，周囲の海面水温平年値は7～8。Cで

ある（第1図左）．ところが，この1984年3月の平均気

温は2・2。C，海面水温は3～40C（第1図右）で平年よ

り4。Cも低温である．
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第2図　金華山島の1984年3月の状況を示す模
　　　　式図．

第1表 金華山灯台における観測時刻の変更による

月平均気温の誤差（この値を生資料に加え

たものを正しい月平均気温とし，第2表に
示す）．

3月平年値（℃）　　　1984年3月　（℃）

第1図　（左）3月の北日本近海の海面水温平年値，

　　　　（右）1984年3月の海面水温（気象庁全国
　　　　海況旬報による）．4。C以下の海域に陰を

　　　　つけた．

　金華山灯台で日平均気温が約2。C以下の降雪日の降

水量を雪によるものとみなせば，1984年1月の雪の降水

量は17mm，2月は55mm，3月は2mmである．灯
台の気象資料によれば，3月1日を中心とする5日間の

平均気温は一〇．4。Cであるので，標高200m付近の山地

における平均気温は約一L5。Cと推定できる．近藤と山

沢（1983）の式（29）によれば積雪密度は0．19gcm－3

と推定できるので，3月1日前後の山地積雪量は約38cm

になる．この積雪量は前述した証言とも矛盾しない．こ

の雪が3月じゅう残り，シカにとっては不運な気象環境

となったのである．

　第2図に模式的に示されるように海水温3～4。C，海

上気温は，灯台の気温から推定して2。Cで，この風が

海上から金華山に吹き上げたとしても，標高200m以上

では0。C以下になる．また，一般風が弱い時は，特に，

島の北西から北側の谷合い斜面の雪で覆われた草地や落

葉樹林では斜面冷気流が発達し，雪線付近では約一3。C

となり，冷気層は地形と斜面長からして，厚い所で約

10mになる（近藤，1984b；近藤・佐藤，1984）．この

3月の金華山灯台における日照率は61％で平均より20％

も多かったが，低温のために融雪は遅延した．熱収支的

見地からすれば融雪は日射があっても，気温と湿度が高

くなければ盛んにならない（近藤，1981，p・126参照）．

気温観測時刻

（時）

0，3，6，

2，6，

2，

6，

3，

　　　　　　　　

　　　（8回）

　10，　・・
　　　（6回）

12，22

14，22

9，15，21

補正値（℃）

4～9月

0．00

0．00

　0．17

－0．01

　0．OO

10～3月

O．00

0．00

一〇．02

　0．00

－O．02

期　　間

（年／月）
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1882～1887／5

1887／6～1903／3

1903／4～1905

1906　　～1952

1953　～現在

融雪遅延の定量的計算は第7章で示される．

　3．金華山灯台における102年間気象資料

　日本の多くの気象観測所は都市や住宅地あるいは田・

畑など周辺環境が時代と共に変化する場所に設置されて

おり，そこでの観測値は必ずしも広い地域を代表すると

はかぎらない．それに対して金華山島は昔からほとんど

自然のままであるので，金華山灯台の気象資料はシカの

大量死の問題ばかりでなく，グ・一バルな気候変動を調

べる場合の基礎資料としても貴重である．

　金華山灯台の気象資料は明治末から大正初期にかけて

中央気象台気象年報と月報に印刷公表されたが，その他

は公表されていない．そこで石巻航路標識事務所の協力

を得て気象観測原薄を転写し，未整理データは計算し，

各月の平均気温を求めた．

　気温観測の時刻は時代によって変更されている．この

変更が月平均気温の統計値に生ずる誤差を次の方法で算

出した．明治時代の16年間に1日6回観測のときがある

ので，毎月の気温日変化をグラフ用紙にプPットして滑

、天気”32．2．
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第3表　74年問の江の島水温資料（0．1℃）．
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らかな曲線で結んで毎時気温を読みとり，24時間平均値

を求め，それを真値とする．次に，観測時刻が，たとえ

ぽ2，12，22時の3回の場合はその時刻の気温を読み取

り3回平均値を計算する．これと真値との差を誤差と考

える．各月の誤差を求めてみると，第1表に示すよう

に，強風の日が多く日射が弱い10～3月と，弱風日が多

く日射が強い4～9月の2季で系統的な違いがある．第

1表によれば，1日3回観測の1903年4月から1905年ま

での4～9月のみ実質的な補正が必要である．第2表に

補正した毎月の平均気温を示す．気温補正値が小さい理

由は，金華山島は海で囲まれ気温日較差が平均5・5。Cと

小さく，本土の内陸部におけるそれの約半分であること

による．

宮古

（簾

釜石

広田

石巻

小名浜il

0∴ σ一’

　　　　　縛2　　　　　　：10
　　　　　　　　　■　　辱　　　　　　　　　　＋2

。晦…識

　4・宮城県江の島における74年間水温資料

　金華山島から北へ約12km，牡鹿半島から約7km離

れた所に周囲が岩礁より成る直径約0・6kmの江の島が

ある．江の島は小島ながら，古くから多数の漁民が住ん

でいる．この北岸では宮城県水産試験場の委託で郵便局

の沢村家が代々，毎日10時と15時に海水温度を観測して

いる．1910（明治43）年5月から記録があり，わが国沿

岸観測の記録としては，北海道高島に次いで古いといわ

れている．この島は近くの本土から流出する大きな河川

がなく，水温観測点としては恵まれており，沖合の水温

変化と非常によい相関関係を示すことが確かめられてい

る（畑中，1952）．

　あとで示されるように，江の島における水温は東北地

方太平洋側の水温をよく代表するので，漁況との関連の

みならず気候変動研究の基礎資料としても貴重である．

しかし，残念ながら記録原簿は現在，火災・チリ地震津

波等の事故により約6年分欠けている．

　水温資料消失期間のうち，1923年の4月と5月，およ

び1944年3月～1947年5月の3年5箇月分については次

の方法で水温資料を再現した．畑中（1952）の論文の第

3図には，この期間を含む江の島の毎月の水温の平年偏

差の積分値もプロットされている．これをルーぺで読み

とり差分を求め，平年値に加えて毎月の水温を算出した．

読みとりから生ずる誤差は，各月の水温で土0・2。C，連

続4箇月間の平均水温では土0・05。Cである．

　さらに，資料消失期間の1947年6月～1950年3月の2

年10箇月の毎月の平均水温TEは次の方法で推定した．

まず，太平洋沿岸に沿って宮古から銚子までの沿岸水温

の平年偏差値の空間・時間分布図をつくった．その一部

44

　　7911135791113579111357911135　1946年　　　　1947年　　　　　1948年　　　　　1949年　　　1950年

第3図　宮古（湾岸と蛆浜），釜石，広田，石巻，

　　　　小名浜，銚子の沿岸水温の平年値からの偏

　　　　差の空間・時間変化の例（1946年6月～
　　　　1950年5月）．

分は第3図に示されるように，偏差は宮古から銚子まで

高い相関関係がある．

　そこで，

　TE：江の島の月平均水温の平年値，ただし1936年1月

　　　～1947年5月と1950年4月～1951年5月期間，

　∠ガ江の島の月平均水温の平年値TEからの偏差，

　∠瀦田o：宮古蛸の浜（欠測時は宮古湾岸），釜石，広

　　　田，石巻，小名浜における月平均水温の平年値

　　　（1936年1月～1951年5月期間の平均）からの偏

　　　差の5地点平均値，

としたとき，次の相関関係を得た．

　　砺＝1．34∠“朋10＋0．1。C　　　　　　（1）

ゆえに毎月の水温は次式から推定できる．

　　TE＝丁亙十∠忍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

式（1）の右辺第2項は江の島と他の5点の水温平年値

を算出した統計期間が違うことによって生じた値であ

る．なお，相関関係の式（1）のまわりの各観測値の分

散から，Tβの推定誤差を計算してみると土O・5。C，ま

た，連続4箇月間の平均水温の推定誤差は土0・29。C（標

準偏差）である．したがって可能な誤差は土0．29。Cと

みなされるので，最大誤差は±1。Cを超えることはま

ずないとしてよい．

　以上の方法で欠落資料を穴うめし，第3表を作った．

　5・金華山島のシカの生息数と死亡頭数

　第1図右で示したように，金華山島周辺海域の3月の

水温は平年より4。Cも低温であるので，この年の金華

山島は平年の北海道沖の洋上にあったことに等しい．こ

の島に生息するシカと同種のシカの生存北限は本土では

岩手県の五葉山（金華山島から北へ100km）といわれ

ている．

、天気”32．2．
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金華山島で1984年春に確認されたニホンジ

カの死亡地点分布図（高槻と鈴木，未発表

資料にもとづく）．小円は死亡地点，点刻

域は谷地形の場所，点線は標高200m，北
西域の太い破線は死亡密集域．図の左下は、

シカの死亡数の期間の頻度分布で，3月下
旬と4月上旬に集中している．

　東北大学理学部生物学教室の高槻成紀・鈴木和男（未

発表）によれば，金華山島のシカの生息数は1983年11月

に688頭，1984年5月に348頭で，その差340頭は死体

確認数309頭とほぽ一致する（誤差は31頭）．死体検査

によれば死亡数は3月上旬からしだいに増加し，3月下

旬から4月上旬の間に最多となり，4月下旬まで続いて

いる．死亡原因は食糧不足から栄養失調や肺炎にかかっ

たり，転落によると推定されているが，いずれも，元を

たどれば，異常低温と消雪の遅れに起因している．金華

山島の過去におけるシカの生息数は山形大学教育学部の

伊藤健雄教授らによって調査されている．これらの結果

はあとで第5図に示される．

　この冬のシカの死体確認地点を第4図に丸印で示し

た．島の北西部に破線で囲んだ範囲は全面積の約1／10

で，もともとシカの生息密度が大きい場所である．それ

にしても全死亡数の約40％がここに集中している．この

島の地形特徴を示すために，谷あい地形には点々で陰を

1985年2月

1880

第5図

1900　　1920　　1940　　1960　　1980‘P

金華山灯台の1～4月の平均気温と降雪日

数．江の島の1～4月の平均水温，山形の

1～4月の平均気温，金華山島のシカの生
息数の累年変化．金華山灯台の気温に並べ

て描いた破線は石巻測候所（1888～1910年）

の1～4月平均気温に1．2。C加えた値．

つけた．谷あい地形で死亡数が多い傾向にある．シカは

強風を避けて集まったかも知れないが，谷あいは冷気の

溜まり易い所である．シカがやむなく密集した所では食

糧不足となり大量死をもたらしたであろう．シカはこの

島のいたる所に生息するが，南部の灯台周辺での死亡数

は2～3頭である．この付近は日当たりもよく暖かいこ

とと関係しているのかもしれない．

　6・気温と海水温度の相関関係とシカ生息数

　金華山灯台の1～4月の平均気温と降雪日数，江の島

の1～4月の平均水温の年年変動を第5図に示した．さ

らに，ごく最近のシカの生息数もプ・ットした．金華山

島での異常低温は，1883年（明治16年）以来5回起こ

り，その第1回目は1927年（昭和2年），第2回目は2．26

事件があった1936年（昭和11年）である．この2回は今

回ほど低温ではない．第3・4回目は終戦直前の1944～

1945年に2年連続して起こっており，これと今回のもの

が最強の異常低温である．

　上記5回の異常低温を第4表で比較した．表中の3月

1日の積雪量とは標高200m付近の積雪量を金華山灯台

の気温と降水量と天気から第2章で述べた方法で推定し

た値，3月初の平均気温とは3月1日中心5目間の金華

山灯台における平均気温である．

　第5図からわかるように，内陸の山形の気温が低い冬

は江の島の水温も低く両者には相関関係がみられ，大気

の異常低温が海水温度を下げたと考えられる．金華山灯

台の気温と江の島の水温の相関関係は一層強く，これは

一一旦下降した海水温度が海で囲まれた孤島の気温に影響

を及ぼしたからだと考えられる．ちなみに山形の気温と

45
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第4表　金華山島における過去100年間に起こった

　　　　1～4月の異常低温の比較，江の島水温以
　　　　外は金華山における値．

西　暦　年
　（和暦）

気　温　。C

江の島水温。C

降雪日数

3月1日積雪深cm

同上，水換算mm

降
，

益）噸

雪欝嘲

3月初の平均気温℃

1927
（昭2）

2．7

6．4

18

21

32

29

31

202

13

25

47

一2．7

1936
（昭11）

2．8

5．6

27

10

22

55

58

91

4
29

46

1．2

1944
（昭19）

2．2

4．5

52

20

51

20

53

82

19

41

54

1．8

1945
（昭20）

2．1

5．0

38

22

52

14

38

88

14

38

69

1．4

1984
（昭59）

2．0

6．2

49

38

72

18

55

10

17

55

6
一〇．4

江の島の水温，および金華山灯台の気温と江の島の水温

の相関係数はそれぞれ，7＝0．62と7＝0・79である．

大気と海洋の相互作用の定量的解析は別報にゆずる．

　なお，第1図によれば1984年3月の金華山付近の海水

温度は3～4。Cであるのに対し，第4表の江の島の水温

は6．2。Cで高い．この違いは，第1図が外洋での観測

をもとにえがかれたのに対し，江の島の水温は島の沿岸

観測であることによって生じたものである．一般に，島

の近くでは水深が浅いために昇温期には外洋より高温に

なり，秋の降温期には低温になる．しかし第4章で述べ

たように，江の島の水温の年による平年偏差値は沖合に

おける変化とよい相関関係がある．

　7・異常低温による融雪遅延の熱収支

　この節では前節の，3月1日に38cmあった積雪深

（水に換算して7・2cm）の消失過程を熱収支の方法でシ

ミュレートする．

　地表面（この場合は積雪面）における熱収支式はRを

入力放射量とすれば，

　　ノ～・＝σT84＋H＋IE＋θ。　　　　　　（3）

ただし，

　　R＝（1－76∫）Sル＋L↓　　　　　　　（4）

各項はいずれも単位面積当たりの熱流量で，σT・4は積

雪面温度Tsに相当する黒体放射エネルギー，Eは雪面

から大気への顕熱輸送量，IEは雪面蒸発によって失う

46

潜熱輸送量（Eは蒸発量，1は単位質量当たりの蒸発の

潜熱），Ooは雪面下へ流れる熱量，S↓は水平面日射量，

z8ノ’は積雪面アルビード，・乙↓は下向き大気放射量であ

る．金華山島では1～2月中O。C前後の気温が長期に

続いたので，積雪とその下の土壌との温度差は小さい．

それゆえ，雪の熱伝導率も小さいので，日々の平均熱収

支量を対象にすれば，0・は微小項とみなせる．したがっ

て融雪がない時（低温時）の雪面蒸発を求める基本式は，

　　ノ～ニσTs4十、厚十1、E　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）

　雪面上の気温をTとしたとき，金華山島での条件は

iT8－TK5。Cと考えてよい．

ゆえに，

　　σT84≒σT4＋4σT3（Ts－T）　　　　　（6）

　　9s－9≒（1－h）9、、t＋∠（Ts－T）　　　　（7）

ただし，9sは雪面温度Tsに対する飽和比湿，9・atは

気温丁に対する飽和比湿，h（0≦h≦1）は相対湿度，

9は大気の比湿，∠ニ49、、t／4Tで気温の関数．EとIE

はバルク式を用いれば，

　　　H　　　　ニCHU（Ts－T）　　　　　　　　　　　　　（8）
　　OPρ

　　E　　　CEU（9s－9）　　　　　　　　　　　　　　　　（9）

　　ρ

ただし，砺とρは空気の定圧比熱と密度，CEとCE

は顕熱と潜熱に対する雪面のパルク係数，Uは雪面上の

風速である．

　式（5）～（9）から次の関係を得る（近藤，1984a，

式（13）と（15）と（39）と（41）参照）

　　　lE－－∫｛T＋＋9＋（1－h）｝　　（10）
　　ノ～一σT4　　γ

ただし，

　　　　　　∠
　　　1－1ア9＋（1－h）

資曜）
／

∫一（霧多、）CHU

¢一（潔券、）9芳t

（11）

（12）

（13）

7＝OP／1，またT＋は（T8－T）の無次元量で次式で定義

される．

　　　　　4σT3
　　T＋一R一σT4（Ts－T）　　　　（14）

なお，雪面であるから蒸発能ぎ≡CE／CE＝1と仮定して

ある．雪面上の日々の気象データを式（10）に用いて蒸

発量を算出することができる．式（10）は積雪面温度の

、天気”32．2．
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資料がない時の蒸発量を求める関係式である．

　しかし，式（11）から求めたT＋を式（14）に代入し

たとき，Ts＞0。Cになる条件では融雪が起こるので，

その場合は式（3）でCoを無視しない式を用いる．さ

らに融雪が始まると積雪内には液体の水が発生し，熱伝

導率を高め，積雪内はほぼ0。Cの等温（Ts＝0。C）の

条件になると考えてよい．したがって融雪時における熱

収支式は式（3）より

　　0。＝（ノ～一σT4）一（σT84一σT4）一H－IE　　（15）

Ooが融雪エネルギーになる．ただしTsニ273．2Kであ

る．1ノを単位質量当りの氷の融解の潜熱とすれば，Co／

1∫は単位時間当りの雪から水になる量（グラム）であ

る．この場合，9sはTs＝0。Cに対する飽和比湿であ

り，雪面蒸発Eは式（9）から求まる．融雪条件では

E＜0，つまり凝結のことが多いので，凝結量をC＝一E

とおけば

　　C≒ρCHU｛（T－273・2）∠一（1－h）98｝　　　　（16）

　具体的な計算を行う対象地点は標高200mおよび400

mとし，気温は標高差と日当たりが悪いことを考慮して

金華山灯台の気温より，それぞれ2。Cおよび3・50C低

温，hニ0．8（相対湿度80％）を用いる．放射（日射と大

気放射）は金華山島から北西14km，江の島から西8km

の女川町牡鹿半島上で実測した値を用い，日射に対する

積雪面のアルビード7げ＝0・5を用いる．林内の風速は

林外風速の30％程度（Kondo・Akashi，1976）を考慮し，

さらに金華山島の平均傾斜角は約20。で，雪面上には斜

面風が発達するので，落葉樹から成る林内でも雪面上の

平均風速はUニ1ms－1と仮定する（近藤，1984b，参

照）．ただし曇天（正しくは水平面日射量の日平均値が，

S↓≦100Wm－2）で金華山灯台の日平均風速が3m　s－1

以下の日はU＝0・2ms－1とし，積雪面のCE＝10－3と

する．参考のために開けた場所にある金華山灯台の1984

年3月と4月の平均風速はそれぞれ4・5ms－1と5．3m

s一1であった．

　式（9），（10），（15）から蒸発量Eと融雪量0。／1ノ

を計算し，積雪の減少を求め第6図に示した．なお，こ

の計算で融雪が起こり始めても翌日凍結条件（Oo＜0）

になることもあり，また積雪内には若干の液体水も含み

うるので，最大含水率5％（日平均）を残し他は流出’し

積雪深は減少するものとした．

　放射量の違いによる効果をみるために，大きく3つの

場合に分けて計算した．第6図（a）は放射の観測値を

そのまま使用したもので，日射・大気放射をさえぎる樹

日
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金華山島の山地積雪の時間変化．上段は標

高200m，下段は標高400m．縦軸左側目
盛りは積雪を水に換算したときの深さ，右

側目盛りは積雪密度をO．2grcm－3とみな

したときの積雪の深さ．積雪深の黒部分は

積雪内に含まれる融水量．

木などのない林外に相当する．この場合，雪は標高200m

で3月17日，400mで3月19日に消える．（b）は放射量

（R一σT4）を（a）の半分にした場合で，落葉樹に被わ

れた地面に近いものである．この場合の消雪日は標高

200mで3月26日，400mで4月4日となり，これは地

元の人の証言とも矛盾せず，実際の代表的な融雪過程に

近いものと考えられる．（c）は放射量（R一σT4）をゼ

・にしたもので，完全な密林内（実際にはない）を想定

した場合で，雪は4月の中旬まで残ったと考えられる．

　なお，うえでは水平地面を考えた．しかし南斜面（傾

斜角20。）では水平地に比べて直達日射で約10％多いが，

正味放射量では約5％多く，（b）の場合で消雪日は1

日程度しか早まらない．北斜面は逆に，その程度おくれ

る．

　現地の針葉樹林内は空の透き間具合からして，図の

（b）と（c）の中間と考えてよい．金華山島の平均的

な（b）の結果に対して，気温と風速の影響を調べた．

まず，気温がこの年より3。C高いとして計算すれば，

消雪は標高200m，400mでそれぞれ12日および17日早

まり，この年の低温が消雪を遅延させたことがわかる．

一方風速を2倍に変えても消雪日はほとんど不変であ

る．

　これは，風速を2倍にしたときの1日の融雪量の増加

の最大値が1・3mm（水換算量）で，1日の最大融雪量

19mmに比べて小さいこと，また0。Cの積雪面に対し

て気温も0。C付近を上下するため，正味顕熱輸送量が

小さいことによる．つまり，風速が融雪量に対して支配

的になるのは高温（5。C以上）のときである（近藤，

1981，P．126参照）．
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　8．あとがき

　金華山島にはシカを食べる天敵がいないうえに保護さ

れているので，島の植物はシカに食いつくされ危機に面

していた．異常気象という自然の力がシカを間引きして

自然環境のバランスを一時的ではあるが回復させたと考

える．

　この報告を書き終えて，金華山島をたずねた．ここは

恐山，出羽三山と並んで東北の三大霊山の一つで原生林

につつまれた自然がそのまま生きた景勝地と聞いてい

た．しかし，よくみるとこの島の異様さに気づいた．夏

だというのに林に植物の下生えがほとんど育っていな

い．シダなどシカの敬遠する植物だけが生え，シバフ

が，きれいに手入れされた公園のようにシカに食い刈ら

れている．航空写真や対岸の牡鹿半島からの写真では，

島のあちこちにハゲが見える．島の所々に柵を設けてシ

カを立ち入れなくし，植物を保護した場所があった．

　しかし，金華山島は過保護されたシカによって，まさ

に滅びゆく原生林r霊山」の観がある．人間の力はシカ

と自然の力をしのぎ原生林を保護できるであろうか．大

木はつぎつぎと嵐に倒れ，林は保水力を失い，やがて金

華山全体は花岡岩を露呈した姿へと変貌していく兆しを

想傑した．世界の緑野に人間が家畜を放牧しすぎたた

め，砂漢となった地域もあることを思い出して島を後に

した．

　この論文は異常気象による鹿の死を取り扱ったもので

ある．鹿の大量死の事件は，高等動物といわれ，しかも

文明社会に住む人間がなぜ災害によって死傷するかをわ

れわれに問いかけている．それゆえ，以下のことを付記

しておきたい．実はこの論文を投稿したところ編集委員

を通してレフリーから，r島の南のほうは生活環境が良

いのに，なぜ鹿はそこに移動しなかったか？」という意

外なコメントがあった．その意外性の第1は鹿にとって

真の生活環境の良し悪しは気温とか目当り以外の多くの

要素で決まるのに，島の南のほうが生活環境がよいとレ

フリーが判断された点，その第2は鹿は死ぬ前に，なぜ

移動しなかったかと著者に問う点である．この回答は鹿

に聞いてみないと分からない．しかし，鹿が人間だった

ら，次のような返答をするかも知れない．すなわち生き

残りの親鹿が語るのにはr今年のような異常な寒さは今

までに経験もないし，老鹿から伝え聞いたこともなかっ

た．3月になって，そろそろ草も生えてくると思った

ら，寒くてさっばり生えない．子鹿は腹がへって体力が

弱ったとき，カゼをこじらせ肺炎で死んだ．そして老鹿
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も空腹でふらふらしながら崖の上へ草を探しに行って，

足をすべらし転落し，けがをして歩けなくなり，ついに

餓死した．4月になって，自分は南のほうへ行こうと考

えたが，そのころは体力も衰えているので，途中の険し

い山道を越え，そして縄張りを破って行く自信がなかっ

た」そして鹿は次の問いかけをするに違いない．r人間

は災害でなぜ死ぬか？」と．
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